






抗生物質除去装置(ARD)は,血液中の抗生物質を除去し,血液培養の陽性率を高める装置と

して 1979 年に開発され,諸外国では敗血症において既にその有用性が評価されている。す

でに我々も予め抗生物質が投与されていた新生児敗血症の確定診断および診断率の向上に

ARD が有用であることを報告した。今回は,臨床的に重症敗血症と診断された症例のうち交

換輸血を施行した例にこの ARD を使用し,血液培養の結果がどのようになるか検討した。 


